
1 
 

発行：株式会社アルカンシェル 
北九州市小倉南区志井２６４－７ 
ＴＥＬ：０９３(９６４)２８４１ 
ＦＡＸ：０９３(９６４)２８４０ 
ｅメール：enn@chive.ocn.ne.jp 
ＨＰ：http://www.ie-enn.co.jp/ 
 

2014年 
10月 
第 33号 

 
  
 
 
 
 

 
 

 
今まで人間が行ってきた開発などについて、人間が自然に対して、何か違うことをしているからでは、無茶

をしているからではないのかと考えてみました。 
 そこで、今住んでいる地域の変化について「古地図」を探してみると、小倉市街地図 1919(大正８)年を 
発見しました。（当時の人口は、現北九州市内 289,460 人） 
※ 古地図参考  http://www.lib.pref.fukuoka.jp/hp/gallery/kindaitizu/index.html#select3   

（下記以外に、門司、戸畑、八幡、若松、福岡県内などがあります） 

  

 
人口の増加と共に開発された北九州、モノレールや高層マンションなんて想像も出来なかったでしょう。 
なんか、凄い変化で、人間はとにかく凄いです。さて、これからの時代は人口の減少、高齢化が加速する予

測となっています。国連による 2100 年の予測は、現在の 35％人口減で、そのほとんどが 15 歳から 64 歳の

割合になっています。その予測を考慮して、まちづくりや住宅建設や宅地開発を考えた方がいいと思いますが、

100 年後のことは、誰も解らないですね！ 
どなたか、こっそり「ドラえもん」を紹介してください。 

株式会社 アルカンシェル 代表取締役 岡本広治 
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 
 
 
 
 
 
 
 
ご希望の方は担当：岡本（090-3733-3363）までご連絡ください。 

 

95 年前の古地図 

 

高所作業車による無料調査を行います！ 
ただし、以下の条件となりますのでご了承ください。 
・北九州市内       ・期間は 10 月 19 日（日）まで 
・高所作業高さ 9.9m まで 
※道路使用許可などの費用は別途となります。 



2 
 

 
挑戦！冒険！ 

現在、大学院を休学し、1 年間、ワーキングホリデーに挑戦している「Ｓｈｉｎ」のレポートを紹介します。 

 
 

 
この年のバンクーバーは猛暑が続いていたそうで、湿度の多い国から来た僕に

は到底わからない暑さが、彼らを襲っていた。僕にとっては晴天の続く、カラッ

とした天国のような場所。バンクーバーは世界一美しいと称される夏を持つ街だ。

青い空にたくさんの緑が映える街。夜は 9 時ごろまで明るい。 
 

 
そんな天気を横目に、残念ながら僕のワーキングホリデー1 週目はあまりいい思い出を残していない。 

 
 
 

到着した次の日は BC デーという祭日だった。以前交通機関のトラブルがあったお詫び

とやらで、その日の交通費は無料。当然、バンクーバーの至る所を見て回ろうと電車に乗り

バスに乗り、更には船にも乗った。僕はバンクーバーのことをよく調べていかなかったので、

煙を吹く時計台や公園のトーテムポールの素晴らしさを噛み締めることはなかった。それで

もやっぱり外国に来た！という気持ちだけはあって、街並みを見るだけで楽しかったことは

覚えている。 
 
 
 
 
 

 
バンクーバーを急ぎ足で網羅したような観光の初日が終わり、次の日からは平日だっ

たので、こちらで生活をするための基盤を整える作業をーーーー銀行で口座を開いたり、

携帯電話を契約したり、当初は語学学校に通う予定もあったのでトライアルレッスンの

予約をしたりした。 
 
トライアルレッスンで一緒になったスペイン人とご飯を食べたり、授業中は話し過ぎ

て注意されたり、隣に座っていたサウジアラビア人がこんなに暑いのに風邪を引いてた

りと、語学学校のトライアルレッスンはそれなりに楽しかったが、学校を 3 軒回った後、

その必要性は皆無だと感じた。日本でも出来る内容を、日本にもある教材で行っている

授業。放課後のアクティビティとやらを売りにしても、僕は友達を作りにバンクーバー

へ来たわけではないので、月に 10 万円も払う必要はないと思ったのだ。それよりもはや

く働く場所を見つけた方がいいなと、授業を受けながら考えた。就職活動についてはま

た後ほど。 
 

 
バンクーバーに着いてからは、こっちで生活している"母の友人の知り合い"のところで 3 週間ホームステイ

をさせてもらう予定であった。 
3 週間という期限付きなので、もちろんその間に新しい住むところを見つけなければいけない。 
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初めてのホームステイ先はもちろん快適だった。郊外の住宅街に建つ家の、

こぢんまりとした自分の部屋、美味しいご飯、綺麗なバスルーム。問題点が

あるとすればダウンタウンまで 1 時間半、そして交通費が最もかかるゾーン

だったこと(もはやバンクーバーではなくラングレーという別の地域)。最初の

頃はダウンタウンでしか出来ないことが山積みだったので、実は大変だった。

バスが来ないので歩いて帰ったり、いまとなっては乗らなくなった線の電車

に乗ったりしたことを思い出すと楽しかったような気もするが。 
 
 

 
 

こっちに来て 3 日目には部屋探しをはじめていたと思う。部屋探しは基本的にネット。日本人用の掲示板も

あれば、世界で展開されたものもある。僕は両方を使いながら 6 件のアポイントを取り、3 カ所の物件を見た。

3 回目に見たところにいまは住まわせてもらっている。残りのアポイントはキャンセル。 
 
 

ワーキングホリデーで来ている人のほとんどが、何人かでルームシェアをしている

様だ。キッチン、リビング、バスルームを共有する。中には自分の部屋などなく、 
リビングで生活する人もいるそうだ。それでも月に四万円は取られることもあるから、

感覚がよくわからない。それでも、海外の人と一年間生活が出来たり、部屋で色んな

国の人とパーティをしたりすることはとても魅力的なのだろう。しかしながら僕はお

生憎様、他人とシェアしながら生活が出来るような性格ではないので、"ワーキングホ

リデーメーカーはルームシェアが普通"という感覚をどうしても受け入れられないまま、

一軒家の二階をフロアごと借りている。この部屋を決めるまでも色々なことがあった

のだが、恨み節になりそうなのでやめておく。 
 
 
そんなこんなで一週間もすればホームステイ先を引っ越し、ダウンタウンへも程近いバンクーバーの住宅街

に部屋を借りた。青と白のお家の二階。 
 
 

2,3 日して思い出したように襲ってきた時差ボケ、そして頭痛や吐き気が止まらなかった僕だが、ホームス

テイ先を出て新しい部屋に来ると途端に治った。ホームステイ先にいた時の所在のなさ、そのうち出て行かな

ければいけない感覚は半ばホームレスのような気持ちだったので、ここが自分の住むところなのだと"居場所"
を認識した瞬間、何かが弾けたのだろう。 
 

ここで、"海外で生活をする"という夢のひとつを叶えるんだという気持ちが最高潮に達して、先日までのホ

ームシックが嘘のように消えた。さすがの AB 型である。 
                                    Ｓｈｉｎ 
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  いろんな情報をお待ちしています！！ 

皆様のお住まいやお店で、気になる箇所や、見て欲しい箇所、これってどうなの？な疑問、 

イベント参加の申し込み、紹介したいお店や商品、皆様がお持ちの楽しい情報やおもしろいネタ、 

匠の情報、配布先の紹介等、アルカンシェル迄お気軽にご連絡くださいませ。 

ＴＥＬ：０９３（９６４）２８４１ ＦＡＸ：０９３（９６４）２８４０ メール：ｅｎｎ＠ｃｈｉｖｅ．ｏｃｎ．ｎｅ．ｊｐ 

ハザードマップでわかること 
（例：北九州市版） 

マップ上ではわからないところ 
避難経路は大丈夫？実際に歩いて確認を！ 

 

ハザードマップでチェック！ 

 自宅に印をつけよう 

 避難場所に印をつけよう 

 避難場所までの道のりに

赤線を引こう 

 避難できる高い場所や 
建物に印をつけよう 

 消火用の水が確保でき 
そうな場所はありますか 

 国土交通省ハザードマップポータルサイト： 
http://disapotal.gsi.go.jp/index.html 

 
私自身、日頃通る道をチェックしてみました。 
冠水時を想定して実際に危険箇所がないか探しなが

ら歩いてみると、ちょっとした段差が多いことや、蓋

のない側溝があることに気づきました。 
ぜひ一度自分のまわりを再確認してみてはいかがで

しょうか。 
参考にした「ハザードマップと一緒に読む本」は 

チェック方式になっていて簡潔にまとめられているの

でとてもわかりやすかったです。本冊子は、PDF ファ

イルのみでの提供となります。 
   

参考：社団法人日本損害保険協会 
「ハザードマップと一緒に読む本」

http://www.sonpo.or.jp/archive/publish/bousai/0011.
html                村越友紀子 


